
令和5年（2023年）11月15日 第206号  （8）

9 月 定 例 会 の 審 議 結 果

座 間 市 議 会 役 職 一 覧 表

議案
番号 件　　　　　　名 議決結果

各会派等の賛否
公

明

共

産

自
民
い

大

志

無

会

５９ 令和４年度座間市一般会計歳入歳出決算の
認定について 認定 ○ ● ○ ○ ○

６０ 令和４年度座間市国民健康保険事業特別会計
歳入歳出決算の認定について 認定 ○ ● ○ ○ ◯1

●3

６１ 令和４年度座間市介護保険事業特別会計歳入
歳出決算の認定について 認定 ○ ● ○ ○ ◯3

●1

６２ 令和４年度座間市後期高齢者医療保険事業
特別会計歳入歳出決算の認定について 認定 ○ ● ○ ○ ◯3

●1

６３ 令和４年度座間市水道事業会計決算の認定及び
未処分利益剰余金の処分について

認定及び
原案可決 ○ ● ○ ○ ○

６４ 令和４年度座間市公共下水道事業会計決算の
認定及び未処分利益剰余金の処分について

認定及び
原案可決 ○ ● ○ ○ ◯3

●1

６５ 令和５年度座間市一般会計補正予算（第７号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

６６ 令和５年度座間市国民健康保険事業特別会計
補正予算（第１号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

６７ 令和５年度座間市介護保険事業特別会計補正
予算（第１号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

６８ 令和５年度座間市後期高齢者医療保険事業特
別会計補正予算（第１号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

６９ 座間市長期継続契約を締結することができる 
契約を定める条例の一部を改正する条例 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

７０ 座間市立保育所設置条例の一部を改正する 
条例 原案可決 ○ ● ○ ○ ○

７１ 座間市立スポーツ施設条例の一部を改正する
条例 原案可決 ○ ● ○ ○ ◯1

●3

７２ 座間市火災予防条例の一部を改正する条例 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

７３ 工事請負契約の締結について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

７４ 財産の無償貸付けについて 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

７５ 座間市立のコミュニティセンターの指定管理者
の指定について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

７６ 都市公園の指定管理者の指定について 原案可決 ○ ● ○ ○ ◯2
●2

７７ 座間市立市民文化会館の指定管理者の指定
について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

７８ 座間市立市民体育館の指定管理者の指定
について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

７９ 市道の路線の認定及び廃止について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

８０ 令和５年度座間市一般会計補正予算（第８号） 原案可決 ○ ● ○ ○ ◯2
●2

８１ 和解及び損害賠償の額を定めることについて 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

８２ 和解及び損害賠償の額を定めることについて 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

８３ 教育委員会委員の任命について 同意 ○ ○ ○ ○ ○

議提
18

ブラッドパッチ療法（硬膜外自家血注入療
法）に対する適正な診療上の評価等を求め
る意見書の提出について

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

会 派 の 構 成 （ 議 席 番 号 順 ）

座間市公明党 　加 藤 　 学　　伊 藤 多 華　　上 沢 本 尚　　安 田 早 苗

日本共産党座間市議団 　星野久美子　　守 谷 浩 一

自民党・いさま
　内 藤 幸 男　　清 水 　 剛　　髙 波 貴 志　　熊 切 和 人

※荻 原 健 司　　竹 田 陽 介　　京 免 康 彦　　吉 田 義 人

ざま大志会 　松 橋 淳 郎　　美 濃 口 集　　川 﨑 高 一　　沖 本 浩 二

会派に属さない議員 　須 﨑 友 康　　長 瀨 未 紗　　安海のぞみ　　沖 永 明 久
※議長のため、表決には加わりません。
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番号 件　　　　　　名 議決結果
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議提
19

脱炭素と自然再興に貢献するサーキュラー・
エコノミー（循環型経済）の推進を求める意
見書の提出について

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○

議提
20

下水サーベイランス事業の実施を求める意
見書の提出について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ◯2

●2

議提
21

インボイス制度の実施延期を求める意見書
の提出について 否決 ● ○ ● ● ○

議提
22

厚木基地の住宅防音工事補助対象区域に係
る再告示に際しての問題解決を求める意見
書の提出について

原案可決 ○ ○ ○ ○ ●

議提
23

国による義務教育財源の保障、教育の機会均
等と水準の維持・向上並びに行き届いた教育
の実現を求める意見書の提出について

原案可決 ○ ○ ● ○ ○

議提
24

現行（紙）の健康保険証の存続を求める意見
書の提出について 原案可決 ○ ○ ● ○ ○

請願
4

国による義務教育財源の保障、教育の機会
均等と水準の維持・向上並びに行き届いた
教育の実現を求める請願

採択 ○ ○ ● ○ ○

陳情
50 重度障害者の医療費助成についての陳情 採択 ○ ○ ○ ○ ○

陳情
58

国に対し、厚木基地の住宅防音工事補助対
象区域に係る再告示に際しての問題解決を
求める意見書の提出を求める陳情

採択 ○ ○ ○ ○ ●

陳情
59

令和６年度における重度障害者医療費助成
制度の継続についての陳情 採択 ○ ○ ○ ○ ○

陳情
60

令和６年度における透析患者の通院への助成
についての陳情

不採択
議長裁決 ○ ○ ● ● ○

陳情
61

現行（紙）の健康保険証の存続を求める
陳情 採択 ○ ○ ● ○ ○

陳情
62

政党機関紙の庁舎内勧誘行為の自粛と調査
を求める陳情 採択 ○ ● ○ ○ ●3

△1

陳情
63

国民軽視の安全保障関連３文書の閣議決定は
民主主義を破壊するもので、安全保障政策の
変更について国民的議論を求める意見書の提
出を求める陳情

不採択 ● ○ ● ● ○

陳情
64

座間市の正規保育士採用年齢要件を拡大する
ことを求める陳情 採択 ○ ○ ○ ○ ○

陳情
65 小学校給食の無償化を求める陳情 採択 ○ ○ ○ ○ ◯3

△1

陳情
66 中学校給食の実施を求める陳情 不採択 ● ○ ● ● ○

氏　　　　　　　名

企 画 総 務 
常 任 委 員 会 

◎竹 田 陽 介
熊 切 和 人

○美 濃 口 集
吉 田 義 人

沖 永 明 久
沖 本 浩 二

加 藤 　 学
　

民 生 教 育 
常 任 委 員 会

◎内 藤 幸 男
長 瀨 未 紗

○松 橋 淳 郎
伊 藤 多 華

守 谷 浩 一
髙 波 貴 志

須 﨑 友 康
安 田 早 苗

都 市 環 境 
常 任 委 員 会

◎川 﨑 高 一
上 沢 本 尚

○清 水 　 剛
荻 原 健 司

星野久美子
京 免 康 彦

安海のぞみ
　

予 算 決 算 
常 任 委 員 会

◎髙 波 貴 志 ○京 免 康 彦 その他全議員

議 会 運 営 
委 員 会

◎京 免 康 彦
内 藤 幸 男

○加 藤 　 学
美 濃 口 集

守 谷 浩 一
　

沖 永 明 久
　

基 地 政 策 
特 別 委 員 会

◎熊 切 和 人
清 水 　 剛

○星野久美子
沖 本 浩 二

長 瀨 未 紗
　

加 藤 　 学
　

氏　　　　　　　名

議 会 だ よ り 
編 集 委 員 会

◎伊 藤 多 華
川 﨑 高 一

○京 免 康 彦
　

星野久美子
　

安海のぞみ
　

高 座 清 掃 施 設 
組 合 議 会

荻 原 健 司
美 濃 口 集

星野久美子
　

長 瀨 未 紗
　

内 藤 幸 男
　

広 域 大 和 斎 場 
組 合 議 会

荻 原 健 司 加 藤 　 学 吉 田 義 人
　
　

座間市立市民文化会館の適正ではない使用に関する調査特別委員会の動き
本市議会では、令和４年第３回定例会において、座間市立市民文化会

館の適正ではない使用に関する調査特別委員会を設置し、これまで委員
会を１２回開催し、調査を続けてきました。
本委員会は令和５年９月２９日の本会議において、調査結果をまとめ、

最終報告を行い、調査を終結することを決定しました。

○賛成●反対△退席

◎委員長　○副委員長

※ 会派等とは、公明（座間市公明党）、共産（日本共産党座間市議団）、自民い（自民党・いさま）、大志（ざま
大志会）、無会（会派に属さない議員）のことです。


